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明石市 個別避難計画 

ホームページでは、「個別避難計画様式」や、作成に係る「各種助成制度の案内」 

を掲載しております。 

本書とあわせて是非ご覧ください。 
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個別避難計画とは -その役割と必要性- 

 

 

「個別避難計画」とは、災害時に「ひとりで避難が困難な方(避難行動要支援者)」が 

迅速に避難できるよう、「避難所・避難経路」「必要なサポート」「避難サポーター」等を 

事前に検討し準備しておくものです。 

 

 

 

◆近い将来発生が予想される南海トラフ地震や、近年日本で多発する豪雨災害等では、災害の規模が大きいほど公的な支援「公助」が 

行き届きにくくなり、地域の住人がお互いに助け合う「共助」の役割が大変重要になります。 

「個別避難計画」は手厚いサポートを必要とする方について、「共助」がスムーズに機能するための「設計図」の役割を担っています。 

 

自 助 自分や家族を自分達で守る。 

共 助 地域で協力し、お互いを助け守り合う。 

公 助 行政・消防・自衛隊等による公的支援。 

 

 

 

◆東日本大震災や平成 30 年の西日本豪雨災害では、多くの避難行動要支援者が、自宅に取り残されて亡くなっています。 

「個別避難計画」は、避難サポーターが「発災時の安否確認」「避難のタイミングの伝達」を行うことから、 

「避難行動要支援者が取り残されない」セーフティー機能の役割も担っています。 
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【参考】地域における災害時対応のイメージ図 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者
 地域住民 （要介護度 低） 乳幼児

※健康加齢も含む

障害者 高齢者 障害者
（軽度） 妊婦 （要介護度 高） （重度）

要配慮者

避難行動要支援者

自　助 共　助
必要な人に 

個別避難計画 

を作成 
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個別避難計画の作成① -作成候補者- 

 

避難行動要支援者のうち、福祉専門職（ケアマネジャー・相談支援専門員）がついている方が、 

「個別避難計画」を優先的に作成する候補者です。 

 

 

◆各自治会（町内会）エリアの「避難行動要支援者」は、「明石市避難行動要支援者名簿」でご確認いただけます。 

 

 「明石市避難行動要支援者名簿」に掲載されている方 
 

   １）65 歳以上のひとり暮らし高齢者 

   ２）要介護４・５の認定を受けた方 

   ３）視覚障害、聴覚障害をお持ちの方、肢体が不自由な方（１・２級） 

   ４）知的障害をお持ちの方（療育手帳 A） 

   ５）精神障害をお持ちの方（１級） 

   ６）その他災害時に避難支援を要する方（ねたきり・認知症の高齢者等を含む） 
 

                              ※本人が名簿掲載を拒否した場合は非掲載。 

 

 

【参考】明石市避難行動要支援者名簿 （掲載項目サンプル） 

 

 

 

フリガナ
氏　　名

1 明石
アカシ

　太郎
タロウ

S9.11.18 83 男 673-XXXX 明石市〇〇〇１丁目〇番〇〇 078-XXX-XXXX

①ひとり暮らし高齢者、⑩その他(心
臓機能障害(人工ペースメーカー装
着））

電話番号 携帯電話番号 避難支援等を必要とする事由番号 生年月日 年齢 性別 郵便番号 住所又は居住
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個別避難計画の作成② -作成の流れ- 

 

◆作成の取り組みは、右図のように、自治会(町内会)、民生児童委員、福祉専門職、 

地域の総合支援センター、まちづくり協議会、明石市の関係部局などが連携し、 

以下の流れで進めていきます。 

 

 

 

順

番 
内容 

自治会 

(町内会) 

民生児童 

委員 
福祉専門職 備考 

1 
候補者の選定ミーティング 

・関係者が意見を出し合い、候補者を選出 
〇 〇 〇 自治会館等で関係者が集まり実施 

2 候補者に取組の説明と作成の同意を得る 〇 △ － 関係者が候補者宅を訪問し実施 

３ 

対象者(同意を得た候補者)への聞き取り 

・計画に盛りこむ内容を具体的に検討 

・避難サポーターのマッチング 

〇 〇 〇 

関係者が対象者宅を訪問し実施 

聞き取りは対象者 1 人あたり 30 分～1 時間程度で 

1～2 回実施 

４ 避難訓練の実施 〇 〇 △ 対象者が参加して、検討内容に基づく避難訓練を実施 

５ 訓練結果の検証、フィードバック 〇 〇 △ 
訓練後に関係者による意見交換を実施し、改善点を計

画に反映 

６ 計画書完成 
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【参考】各地域での取り組みの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

候補者の選定ミーティング 

-大観小学校区- 

 候補者に取組の説明と作成の同意を得る 

-ユニハイム明石自治会- 

 対象者(同意を得た候補者)への聞き取り 

-浜西自治会- 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

避難訓練の実施（訓練前講習会の様子） 

-リバーサイドパレス明石自治会- 

 避難訓練の実施 

-藤江今崎野自治会- 

 訓練結果の検証、フィードバック 

-下二又自治会- 

１ ２ ３ 

４ ４ ５ 
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避難サポーターの役割 

 

◆避難サポーターには、災害発生時、対象者の安否確認と、計画に基づいた避難支援にあたっていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆近隣に親族などがいない場合、対象者の希望する方を基本に、「隣近所にお住いの人」などから、自治会（町内会）や民生委員さんに 

マッチングしていただきます。 

 

◆避難サポーターも被災者です。対応が難しい場合を考え、「自主防災グループ」「消防団」なと団体単位での登録も可能です。 

 

◆専門的なサポートは一朝一夕にはできません。次ページに例示しているような、可能な範囲のお力添えをお願いします。 

 

災害が発生 

まずは自分と 

家族の安全確保に努める 

電話などで対象者に「安否確認」 

火災の有無など「必要な情報の伝達」 

避難が必要になれば、対象者の家へ向かい、 

近隣の住人と協力しながら避難をサポート 
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【参考】避難サポーターが行うサポート例 

 

避難行動時 ◆室外での歩行が難しい場合、支えたり、車イスを押すなどの方法で移動を支援。 

 

◆常用薬や治療食、医療用品を携行しているか確認する。 

 

◆重い携行品(酸素吸入器など)をかわりに運ぶ。 

 

◆視力に障害がある場合、「落下物」「段差」などを見落とす恐れがあるため、 

具体的な言葉で声掛けを行いながら移動を支援する。 

 

◆聴力に障害がある場合、避難に関する情報を、身振りや筆談、手のひらに指先で字を書くなどの方法で伝える。 

 

◆言葉で理解されない場合、手を引くなどして、安全な行動ができるよう誘導する。 

避難所生活時 ◆認知症がある場合、行動を見守り、ひとりにならないようにする。 

 

◆視力に障害がある場合、位置を頭の中で描けるよう、具体的に配置(トイレ、水道など)を伝えながら避難所を案内する。 

 

◆ペースメーカーを使用している場合、周りの避難者に携帯電話の使用を配慮していただくよう注意喚起を行う。 
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取り組みへの助成制度について 

 

 

◆明石市では計画作成の取り組みに対し、独自の助成制度を設けています。 

 

◆計画の完成後、自治会（町内会）へ下表記載の助成額をお渡しさせていただきます。 

 

区 分 助 成 額 

取組の実働報酬として 3,000 円/１計画 

避難訓練の 

資材購入等補填として 
20,000 円/１団体 

 

 例）例えば、A 自治会で計画を１０件作成した場合、完成後、50,000 円（3,000 円×10 ＋ 20,000 円）をお渡しさせていただきます。 

 

 

◆用途は定めていませんが、地域での避難サポートに必要な介助器具の購入、一時避難所の備蓄物資購入などに充てていただけましたら

幸いです。 
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知

症
が

あ
り

、
行

動
を

見
守

る
必

要
が

あ
る

。

緊
急

連
絡

先
（

家
族

等
）

明
石

　
鯛

次
郎

続
柄

長
男

0
9

0
-
1

2
3

4
-
5

6
7

8
大

阪
府

大
阪

市
在

住

続
柄

長
男

夫
婦

が
大

阪
に

在
住

。

明
石

　
市

太
郎

性
別

男
・

女
生

年
月

日
8

 年
 1

1
 月

 1
 日

1
0

2
歳

心
身

状
況

　
■

要
介

護
・

要
支

援
認

定
　

　
□

障
害

者
手

帳
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

家
族

構
成

　
■

ひ
と

り
暮

ら
し

　
　

□
同

居
家

族
あ

り
　

（
　

　
　

　
　

人
）

 ※
本

人
含

む

作
成

日
：

令
和

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

■
計
画
作
成
及
び
個
人
情
報
使
用
の
同
意
に
つ
い
て

福
祉

専
門

職
名

福
祉

　
専

次
郎

民
生

委
員

名
民

生
　

員
子

自
治

会
・

町
内

会
長

名
自

治
　

会
三

郎

ふ
り

が
な

あ
か

し
　

い
ち

た
ろ

う
血

液
型

Ａ
自

治
会

・
町

内
会

明
石

市
役

所
自

治
会

氏
名

（
自

署
）

住
所

明
石

市
中

崎
１

丁
目

2
3

4
-
5

6
7

8
電

話
番

号
0

7
8

-
1

2
3

-
4

5
6

7

※
避
難
誘
導
時
の
留
意
事
項
（
例

: 車
イ
ス
を
押
す
、
荷
物
を
持
つ
）
、
避
難
所
で
必
要
な
支
援
な
ど

※
避
難
誘
導
時
の
留
意
事
項
（
例

: 車
イ
ス
を
押
す
、
荷
物
を
持
つ
）
、
避
難
所
で
必
要
な
支
援
な
ど

☞
注
）
裏
面
も
あ
り
ま
す

5
頁

を
参

考
に

聴
き

取
り

を
行

い
、

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

役
割

な
ど

は
4

頁
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

個
別

避
難

計
画

作
成

例
（

表
面

）

災
害
時
に
円
滑
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
本
計
画
を
作
成
し
関
係
機
関
・
者
で
共
有
す
る
こ
と
、

計
画
作
成
に
よ
り
支
援
が
必
ず
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
関
係
機
関
・
者
が

法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
、
同
意
し
ま
す
。

作
成

の
仕

方
や

ポ
イ

ン
ト

は
、

Q
R

コ
ー

ド
か

ら
確

認
で

き
ま

す
。


